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解答用紙は 2枚である．それぞれに，学籍番号と氏名を記入すること．水色 (薄い青色)の解答用紙に問 1と問
2 の解答を記入し，紺色 (濃い青色)の解答用紙に問 3の解答を記入せよ．
解答用紙の裏面を使用してもよい．解答の記入にあたっては，問題番号 (「問 1 (a)」など)を明記せよ．

問 1 (論理)

基本命題 A,B を，A＝「
√

2は有理数である．」，B＝「
√

2
√

2
は有理数である．」とし，P , Q, R を

• P =「
√

2
√

2
は有理数であるか，有理数でないかどちらかだ．」

• Q =「
√

2が有理数でなく，
√

2
√

2
は有理数である．」

• R =「
√

2 と
√

2
√

2
はどちらも有理数でない．」

とする．(参考:
√

2 と
√

2
√

2
は実数であり，有理数とは分数の形で表現できる実数のことである．ただし，これ

らの知識は本問の解答に直接の関係はない．)

(a) (配点 15点) 上記の基本命題と論理記号を用いて，P , Q, Rを表現しなさい．

(b) (配点 15点) 真理値表を書くことによって，命題 P と命題 (¬A) ⇒ (Q ∨ R)が恒真式かどうか判定しなさ
い．また，C を基本命題とするとき，命題 ((Q ⇒ C)∧ (R ⇒ C)) ⇒ ((¬A) ⇒ C)が恒真式かどうか判定し
なさい．ただし，恒真式とは常に真となる命題である．

(c) (配点 5点) 命題 C を「x と yが有理数でなく，xy が有理数であるような xと y が存在する．」とする．こ

のとき，Q ⇒ Cは正しい命題である．この理由を言葉で述べなさい．

問 2 (集合)

N を自然数の集合とする．また，Even(x) を「xが偶数である」ことを意味する命題とし，Prime(x) を「xが

素数である」ことを意味する命題とする．

(a) (配点 15点) 集合 S, T , U を次のように定義するとき，S, T , U のそれぞれの要素をすべて書きなさい．た

だし，∃ は「存在する」ことを意味する論理記号であり，2A は集合 A のべき集合である．

S = {x ∈ N | (3 ≤ x < 18) ∧ Even(x)}
T = {x ∈ S | ∃y (Prime(y) ∧ (x = 2y))}
U = 2(S−T )

(b) (配点 15点) 全ての集合 X,Y ,Z に対して，次の命題 D, Eがそれぞれ成立するかどうか答えなさい．成立

する場合はその命題を証明し，成立しない場合は，その命題を満たさない具体的な X, Y , Z を 1組あげな
さい．

命題D: (X ∪ Y ) ∩ (Y ∪ Z) ∩ (Z ∪X) = (X ∩ Y ) ∪ (Y ∩ Z)
命題 E: (X ⊂ Y ) ⇒ ((Z − Y ) ⊂ (Z −X))


